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棚底地区振興会

 
２
月
７
日
（
日
）
健
康
福
祉
部
会
主

催
で
「
認
知
症
を
予
防
す
る
生
活
の
ス

ス
メ
」「
転
ば
ぬ
先
の
知
恵
」
を
テ
ー
マ

と
し
た
健
康
講
座
が
実
施
さ
れ
た
。
 

 
お
話
は
、
済
生
会
み
す
み
病
院
作
業

療
法
士
の
五
十
嵐
 
稔
浩
先
生
で
、
普

段
は
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室
の
室

長
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
。
 

 
「
物
忘
れ
」
と
「
認
知
症
」
の
違
い
や

「
認
知
症
の
原
因
疾
患
」
に
は
大
き
く

分
け
て
３
つ
あ
る
な
ど
医
学
的
な
見

地
か
ら
説
明
頂
い
た
。
ま
た
、
早
期
発

見
で
治
る
認
知
症
も
あ
り
、
進
行
を
遅

ら
せ
る
こ
と
も
出
来
る
と
い
う
。
 

 
「
前
日
の
夕
食
メ
ニ
ュ
ー
を
思
い
出

せ
な
か
っ
た
」
「
家
事
を
し
な
が
ら
他

の
こ
と
に
注
意
が
散
漫
し
火
を
つ

け
っ
ぱ
な
し
に
し
た
」
な
ど
誰
し
も
経

験
が
あ
る
と
思
う
。
こ
れ
ら
は
脳
の
海

馬
や
前
頭
葉
の
機
能
低
下
か
ら
起
こ

る
現
象
で
ほ
っ
て
お
く
と
認
知
症
を

発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
そ
う
だ
。
 

 
講
座
で
は
、
認
知
症
予
防
の
た
め
の

２
重
課
題
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
体
と
脳

を
使
っ
た
ゲ
ー
ム
も
体
験
し
た
。
足
踏

み
を
し
な
が
ら
、
異
な
っ
た
２
つ
の
こ

と
を
瞬
時
に
判
断
し
、
行
動
す
る
「
文

字
と
色
」
「
後
だ
し
ジ
ャ
ン
ケ
ン
」
で
、

会
場
は
、
大
盛
り
上
が
り
だ
っ
た
。
 
 

 
今
か
ら
で
も
遅
く
な
い
、
体
を
鍛
え
、

脳
を
鍛
え
「
認
知
症
を
予
防
す
る
生
活

の
ス
ス
メ
１
０
ヵ
条
」
を
守
っ
て
い
つ

ま
で
も
健
康
で
い
き
い
き
と
し
た
生

活
を
送
り
た
い
も
の
で
あ
る
。
 

 

 近年、高齢化率の向上とともに認知症が

社会的な問題となっている。２０１２年の時

点で約４６２万人が２０２５年には、７００万

人を突破し、６５歳以上の５人に１人が認

知症になるという厚生労働省の推計調査

が出ている。 

 特に糖尿病患者においては、アルツハイ

マー型認知症のリスクが約２倍に上昇す

るという調査結果まで出ている程だ。 

 「認知症を予防する生活のススメ１０ヵ

条」を実践し、心、頭、体をいつまでも健康

に保ち、いきいきした生活を送ろう。 

 １バランスの良い食事をしよう 

 ２適度な運動をしょう 

 ３深酒・たばこはやめよう 

 ４定期的に健康チェックを受けよう 

 ５転倒には十分注意しよう 

 ６興味と好奇心を忘れない 

 ７たくさんの人と話そう 

 ８趣味を持とう 

 ９おしゃれしよう 

１０くよくよしないで明るい気持ちで               

生活しよう 

認知症を予防する      
生活のススメ１０ヵ条 

体と脳を使ったトレーニングを体験する参加者 

受付担当の健康福祉部会員 大盛況の「認知症予防」健康講座＝会場内 

済生会みすみ病院作業療法士の五十嵐先生 
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293（-1）

1,089（0）

合　計 1,241 1,240（-1） 2,985 2,981（-4）

宮　田 460 460（0）

１月末

1,089

737（-3）

棚　底 487 487（0） 1,156 1,155（-1）

浦 294

２月末

740

　人口動静

世　帯　数 人　　口

１月末 ２月末

主な行事予定 

３月１２日（土）弁護士による法律相談会         
      
３月１３日（日）倉岳中学校卒業式 
 

３月２４日（日）倉岳小学校卒業式 
      
３月２７日（日）熊本県知事選挙      

日
本
の
宝
島
 

「
天
草
」
づ
く
り
講
演
会
 

「
２
０
１
１
年
度
に
ア
メ
リ
カ

の
小
学
校
に
入
学
し
た
子
供

た
ち
の
６
５
％
は
、
大
学
卒
業

時
に
今
は
存
在
し
な
い
職
業

に
就
く
だ
ろ
う
」
と
い
う
驚
く

べ
き
研
究
予
測
が
出
て
い
る

そ
う
だ
。
講
師
の
祁
答
院
氏
は
、

高
齢
化
率
４
９
・
７
％
の
徳

島
県
、
山
間
の
神
山
町
で
「
働

き
手
」
「
起
業
家
」
を
逆
指
名
し
、

新
規
雇
用
者
の
創
出
を
図
る

神
山
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
に

つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
常
識
に

と
ら
わ
れ
な
い
発
想
の
転
換

で
社
会
動
態
人
口
増
を
実
現

さ
れ
た
内
容
の
講
演
だ
っ
た
。
 

 先月、数十年ぶりの大雪で延期になっ
ていた「町民総幸福量のまちづくり講座」
が、２月２１日開催された。今回は昨年６
月から８月にかけて実施された「幸福量
調査」の結果報告と天草市長による「市
民総幸福の実現に向けて」のご講話とい
うことで関心も深く、１００人超の参加が
あった。 
 細部については、正式なデータが改め
て公表されると思うが、行政と社協が一
体となって一軒一軒個別調査するのは、
全国でも前例があまりないそうで結果を
どう「まちづくり」に活かすかが私たち地
域住民の今後の課題だと思った。 

熱心に講演を聞く参加者＝栖本福祉会館 

主催者あいさつ＝木村 公民館長 

 
棚
底
城
跡
の
調
査
も
い
よ
い
よ
佳
境
に

入
っ
て
き
ま
し
た
。
２
月
末
現
在
で
、
１

郭
南
側
の
第
２
ト
レ
ン
チ
と
い
う
場
所
を

発
掘
し
て
い
ま
す
。
狭
い
調
査
範
囲
で
す

が
、
戦
国
時
代
の
陶
磁
器
片
と
と
も
に
鉄

で
で
き
た
矢
じ
り
が
出
土
し
ま
し
た
。
棚

底
城
跡
で
の
激
し
い
戦
い
が
想
像
さ
れ
る

遺
物
で
す
。
 

 
こ
こ
ま
で
の
発
掘
調
査
の
成
果
を
皆
さ

ん
に
ご
覧
頂
く
た
め
次
の
と
お
り
発
掘
調

査
現
地
説
明
会
を
開
催
致
し
ま
す
。
是
非
、

ご
参
加
下
さ
い
。
 

日
時
 
平
成
２
８
年
３
月
２
６
日
（
土
）
 

 
 
 
１
３
：
３
０
～
１
４
:
３
０
 

集
合
場
所
 
棚
底
振
興
会
広
場
 

※
少
雨
決
行
、
参
加
自
由
で
す
。
山
登
り

の
で
き
る
格
好
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

※
大
切
な
お
知
ら
せ
 
各
自
、
自
己
責
任

で
の
ご
参
加
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
参
加

中
の
ケ
ガ
や
病
気
・
事
故
に
つ
き
ま
し
て

は
、
主
催
者
は
責
任
を
負
い
か
ね
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
 

 
 
 
 
 
（
天
草
市
文
化
課
 
中
山
）
 

今
年
度
３
回
目
の
棚
底
城
跡
お
よ
び

棚
底
川
の
草
刈
作
業
が
、
２
月
２
８
日

に
実
施
さ
れ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
者

を
含
む
５
０
人
近
く
の
振
興
会
員
が

汗
を
流
し
た
。
お
蔭
で
周
辺
は
見
違
え

る
よ
う
な
景
観
に
様
変
わ
り
し
た
。
 

 第２トレンチから出土した鉄の矢じり 


